
 

 

 

 

 

 

 

アトモ サーマルカメラ 

7、8 インチ RV シリーズ 

(シングルモード 操作説明書) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

User Manual  

ユーザーマニュアル 



 

世界中の人々の健康と幸せを守る 
 

非接触でスピーディーに体表温を検知、AI 搭載のタブレット型体温検知システム 

～「新しい生活様式」の定着に向けて～ 

アトモ株式会社 は、非接触で瞬時に体表温を検知できる AI 搭載タブレット型体温検知システムを 2020 年より販

売開始いたしました。 

本システムは、AI（人工知能）を活用した顔認識技術とサーマルカメラにより、対象者がマスクや眼鏡を着用したま

までも、所要時間 0.1 秒以下でスピーディーに発熱の疑いがある方をスクリーニングします。 

 

今なお猛威を振るう新型コロナウィルスへの対策として「発熱者の識別」が重要視され、あらゆる施設やオフィスの

入口で検温や消毒をするなど「新しい生活様式」の定着が求められております。 

今後の長期シナリオを見据え、検温作業にかかる人員の削減や入口ゲートでのスムーズな体温スクリーニングへの 

ニーズから、対象者自身がカメラの画面で測定結果を確認できる機種の需要が高まっております。 

 

従来の赤外線測定機器を使ったタブレット型製品では、画面内の測定範囲に顔の位置を合わせる必要があり、身 長

によっては対象者の上下の動作が必要でした。 

 

本システムはサーマルカメラを搭載することで、画面内のどこに顔があっても  AI  が自動で顔を識別し、額の温度を

測定することが可能です。また、高精度サーマルイメージセンサーにより   0.1   秒以下という高速測定が可能になり

ました。さらに温度測定距離が  0.3～1.2m  と広いことで、検温のための静止がほとんど必要ないため、来訪者にス

トレスを与えることなく安心・安全な空間を提供することに貢献します。 

 

 

 

※当機器は、薬機法で定める体温計ではありません。モニタリングの目的であり、体温とは体温         
近似値を指し、体温測定は体表温を測定し、AI により体温近似値に換算するものです。 



 ͭ ̡ͮ ͋ 28 ͪ ̓ ͦ ͘Ι͒ͧΠ͉ Ώ͖Ί͘ ϞϰοΊͮ͞ϥΪϑο 5 ̢ 

 
 

 

 

上記、極端な環境で使用する場合、本体は故障しないかもしれないですが、正しく検温ができない場合はございます。

周囲温度が 36、37 度を超える高温環境では使用できません。どのように測定しても高温になります。 

 ※本社のサーマルカメラ（顔認識温度計）の製品プロセスは、平均温度 28 度で校正およびデバッグされているため、 
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暗視画面 
 

 

 

熱源画面 

熱温図を表示する 

（熱源画面の 

ON/OFF） 

（赤外線ビデオを
表示しますの
ON/OFF） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



RV サーマルカメラ 設定画面に入る仕方 
 

Step ⑴ USB マウスの接続 

 

 

 

サーマルカメラの USB ポートに 

USB マウスを接続します。 
 

※USB メモリやキーボードなども
操作したい場合は USB hub を通
す、もしくは USB レシーバーを通
して、無線マウス、キーボードセット
の利用も可能です。 

Step ⑵ 人のアイコンをクリック 
 

 

 
 

（マウスを接続すると、マウスのカー
ソルが出てきてきます。） 

 

マウスのカーソルをメイン画面右下
の人のアイコンの上に移し、ダブル
クリックします。 

Step ⑶ パスワードを入力し、設定画面に入る 
 

 

 
⇔ↄ│ 

  

 

 

マウスを白バーに移し、クリックして
から、バーチャルキーボードで、 

 

 パスワード 123456 を入力し、 

 

ログインすると、パラメーター設定イ
ンターフェイスに入ります。 



 

 ※必ず読んでください： 使用上のご注意 

⑴ 細かい数値などは、あまり変更しない方がお勧めになります。 

⑵  変更する前に、関係する設定値の画面を簡単に携帯で写真を撮って記録として

残すか、印刷して保存しておいた方がおススメになります。 

メニュー （設定画面） 

  

 

基本パラメーター： 
 

① デバイス名 

② インストール場所 

③ 赤外線ビデオを表示します 

（暗視画面の ON/OFF） 

④ アクセスの種類 

（デフォルト：入り口） 

⑤ ログインパスワード 

（デフォルト：123456） 

⑥ システムの音量 

（デフォルト：80） 

⑦ 言語（多言語の切り替え） 

 
変更すると、右下の「保存」ボタン
を押す 

 



 

 

 

 

検温 2 つモード：夏だり、冬だり、室内や外の周り温差があるため、 

お客様に正しく検温ができるための補正機能と設置されております。 

（室内の場合は「標準」、お客様のニーズに適切なモードをご選択） 

パラメータを識別： 
 

① 温度測定機能 

（デフォルト：温度のみ） 

② 温度測定モード 

（デフォルト：標準） 
 

③ アラームしきい値 

(デフォルト：37.2)  

③ 熱温図を表示する 

（熱源画面の ON/OFF） 
 

④ ストレンジャー 

（デフォルト：識別） 

⑤ 顔認識 

（デフォルト値：有効） 

⑥ 身分証の識別 

（デフォルト：人証の識別： 
日本国の使用は対象外） 

⑧ IC カード認識：使用対象外 

 

⑨  顔認識閥 （デフォルト：70） 

⑩ 人証照合閥  

（デフォルト：60） 
 

⑩ 起動生体認識 

（デフォルト：OFF） 
 

⑪ 顔認識間隔 

（デフォルト：2 秒） 

⑫ ヘルメットの識別 ON/OFF 

⑬ マスク検出 ON/OFF  

⑭自動ドアを認識する ON/OFF 

⑯ 認識距離：無制限 
 

変更すると、右下の「保存」ボタンを
押す 

 



 

 
 

 

(セルラーデータ ページの使用は対象外) 

 

 

ネットワーク設定 

 

（シングルモードの使用は関係なく、
オプションのリモート機能がご対応
のみ） 

 

IP アドレスを自動的に取得する 

(DHCP IP) 
 

（※ネットワークの操作は保証対象
外となります。 
オプションのリモート管理の
ご購入で使用対応のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

※セルラーデータ ページの使用は
対象外となります。 



 

 

広告の設定 
 

① 広告のスローガン 

（１４字以内） 

② 広告を開く 

（デフォルト：OFF） 

③ 広告切り替え時間 

（デフォルト：５秒） 
 

広告の画像をインポート仕方： 
（USB  hub を通して、USB マウス操作及び 

USB メモリのご使用は可能となります。） 
 

⑴ USB メモリに「ScreenSaver」と

言うフォルダを作成する。 

⑵    広告予定の画像（.jpg）を先ほど作成

した「ScreenSaver」に入れておく。 

⑶ USB メモリをサーマルカメラデバイ

ス本体の USB ポートに挿してから、

画面上の【USB メモリのインポート】ボ

タンを押す。 

⑷ インポート成功後に、【広告画像を保

存】ボタンを押す。 

⑸ 最後に右下の保存ボタンを押す。 

 

 

周辺機器の構成 
 

① ドア開放遅延 

（デフォルト：１秒） 
 

② ドアセンサーの遅延 

（デフォルト：６０秒） 
 

③ ドアセンサータイプ 

（デフォルト：なし） 
 

④ リレー出力状態 

（デフォルト：常に開く） 
 

⑤  ウィーガンドタイプ 

（デフォルト：ウィーガンド２６） 
 

⑥ 光の明るさ 

（デフォルト：１００） 



 

 

 

 

 

 

ホワイトリスト登録 

 

人型のアイコンを押せば、ホワイ
トリストの登録ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトリスト登録 

※登録の際は英数字でお願いしま
す。 

 

① 人員コード 
 

② 名 前 
 

③ 性 別 
 

④ 民 族 
 

⑤ ID 番 号 
 

⑥ ID/IC カード番号 
 

⑦ 住 所 



 

 

 

 

 

 

プラットフォームの設定 
 

① プラットフォームを接続する 

（デフォルト：OFF） 
 

② プラットフォームタイプ 
 

③ 接続ステータス 

 

 

 

 

システムメンテナンス 
 

① 時刻を自動的に同期します 

（無効にしてください） 
 

日本標準時間は手動でタイマーの
設定をお願いします。 

 

② 定期的に再起動します 

（デフォルト：OFF） 
 

③ データのバックアップと復元
データの復旧または、バックアップ
をすることができます。 



※ 備考： 白いランプ(補助ランプ) 及び モニター の調整について、 

【概要】手順の流れは次の通りです： 

1. 白色ランプ（補助ランプ）とモニターの設定は中国語モードのみで設定ができます。 

2. 中国語モードに切り替えます。 

3. 補助ランプとモニターを調整してから、設定を保存します。 

4. 日本語モードに戻すれば完了です。 

「※なお、もし変更が要らなければ、通常使用として使用してください。 

もし調整が必要な場合は、必ず変更前の設定値の画面を携帯で撮影して記録として残すか、印刷して保存して
おくことをおすすめします。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基本パラメーター」 ページ にて

中国語モードに切り替える。 

 

基本パラメーター 

＞ 

言語を「中文」に選択。 
 

遂に、「保存」ボタンを押す。 



 

 

 

 

 

 

中国語モードに変えるため、 

「確認」ボタンをおして、 

デバイス本体は再起動を行う。 

 

 
 

「外 配置」ページ にて 

 
灯光亮度: ライトの明るさ

屏幕亮度: 画面の明るさ 

 

灯光常关: ライトは常にオフ

灯光常开: ライトは常時点灯

自 : ライトは自動検出 

 

背光常亮: バックライト常時点灯

背光自 : バックライト自動 

背光省 : バックライトの省電力 

 

設定後、「保存」ボタンを押す。 

 

(他の細かい設定などは、あまり変更

しない方がお勧めになります。) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「基本参数」ページ にて 

(基本パラメーター) 

＞ 

言語を「日 」に選択。 

 

遂に、「保存」ボタンを押す。

日本語モードに戻る。 

 

遂に、「確認」ボタンをおして、 

デバイス本体は再起動を行う。 

 

（完了） 
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Troubleshooting 1 
 

 
 

 

原因1： 

サーマルカメラがまだ起動中で、安定するま

で、3～5分ほどお待ちください。 

サーマルカメラの電源を入れた直後は、すぐに

検温することは非適切な可能性がございます。 

デバイス本体および検温装置は、3～5分の立ち

上げ時間後に安定し、正確な検温が行えるよう

になります。 

 

原因2： 

検温距離に注意してください。 

正確な検温を行うためには、測定者が近すぎた

り遠すぎたりしないように注意が必要です。 

測定者の距離は、モニター画面に表示される人

間の枠の大きさに合わせて、検温してくださ

い。 

 

原因3： 

日光の当たる場所や強い光源、ガラスに反射す

る光など、すべて検温に影響する熱源となる可

能性があります。 

 

左側の図例では、不具合が発生した検温シチュ

エーションと検温器の向き場所が示されていま

す。 

太陽光などの熱源の影響を受けるため、検温器

は誤った判断をする可能性があります。 

 

解決方法： 

サーマルカメラの検温の方向についてご確認く

ださい。 

検温を行う場所で日光や熱いランプが当たる可

能性があるかどうかを確認してください。 

もし存在する場合は、それらを避けるようにし

てください。 
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Troubleshooting 2 
 

 
 

 

 

もし検温が遅かった場合、 

 

 

【調整案内】 

もし検温が遅れた場合、メモリや

パフォーマンス低下の可能性がある

ため、 

この場合、以下の調整を行ってくだ

さい。 

 

STEP 1: 

赤外線ビデオの表示をOFFにする。 

熱温図の表示をOFFにする。 

 

STEP 2: 

デバイス本体を再起動するため、電

源を切って再度電源を入れてくださ

い。 

 



一、 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

顔認識モジュールキットは、当社が発売した最新世代の顔認識ソリューションであり、総合性能に 

優れたロックチップ、マイクロチップをコアとして使用します。人工知能の計算能力は 1.2TFLOPS、

顔認識速度は 10ms に達します。認識は本当に無意味な経験です。このソリューションは大容量 

ストレージを統合し、最大 20,000 のライブラリをローカルに保存できるため、オフラインで確実に

識別できます。 

 

二、 製品の特徴 
 

1) 使用する物：RV1109 チップスキーム、2 核 1.5GHz CPU、1.2TFLOPS コンピューティン

グパワー、強力なハードウェアプラットフォーム 

2) ワイドダイナミック低照度 CMOS、画像解像度 1920（H）* 1080（V）; 

3) 双眼ワイドダイナミックカメラ、生体検出機能をサポートします。 

4) 顔認識性能は 0.2 秒と高速で顔を正確に認識し、認識精度は 99.7％と高い。 

5) 最も遠い認識距離 2 メーター; 

6) ハイマン 5 をサポート.0 モジュールの正確な温度測定; 

7) アクセス制御、ウィーガンド出力をサポートします。 

8) オフラインの顔認識をサポートし、背景やクラウドなしでスタンドアロンマシンに顔情報を直接入力     
できます。 

9) フェイスリストライブラリの拡張をサポートします。 

10) 1：N 顔認識、1：1 ID 比較、ID をサポート/IC カード認識; 

11) LAN およびクラウドプロトコルの二次開発とドッキングをサポートします。 



三、 詳細なルールパラメータ 
 

モジュール カテゴリー 詳細 

モニタ画面 
画面サイズ 7 インチ、8 インチ 

画面の解像度 800 * 1280 

 

プロセッサー 

システム Linux 

プロセッサー RV1109 2 コア 1.5GHz 

RAM（ストレージ） 1 GB 

Flash（ストレージ） 8 GB 

 

 

 
 

検知、認識 

カメラ 200W 双眼ライブカメラ 

ワイドダイナミック サポート 

認識距離 0.5 ～ 2M 

認識時間 0.2s 以 下 

フェイスライブラリの容量 1：N、N <=20000 

正確率 99.70% 

温度測定機能 サポート 

見知らぬ人の認識 見知らぬ人の認識をサポートし、見知らぬ人がドア 

を開けるのをサポートする 

レコードストレージ ストレージ：10 万件の識別記録保存可能 

 
 

特徴 

広告宣伝機能 広告画像再生機能をサポート 

期間管理 サポート機器の期間管理、休日抑制機能 

リモートでドアを開ける リモート管理操作より、ドアを開くことができる 

リモートアップグレード リモート操作にて、アップグレード可能 

支持協定 RTSP、シリアルポート、ウィガンプロトコル 

 

 

 

コネクタ 

ネットワーク 有 線 LAN 

電源コネクタ DC12V 

USB インターフェース 1 

リレー出力 1 

RJ45 ネットワーク 1 

フィルライト 
ホワイトフィルライトインターフェース *1 

赤外線フィルライトインターフェース *1 

シリアルポート 3 

ウィーガンド出力 1 

 

 

操作環境 

アラーム入力 2 

搭載 DC12V 2A 

消費電力 ≤8W 

作動温度 -20°C～＋ 60°C 

作業湿度 20％-90％ 

保管温度 -40～125℃ 



1) ゲートタイプ製品の端子配線 
 

 

 

デバイスケーブルの説明とご注意： 

基本的に当製品のサーマルカメラは電源ケーブル、USB ケーブルと LAN  ケーブルの
み使用されております。 他のケーブルは使われておりませんが、一応配線情報の説明を
提供致します。弊社は使用対応外のため、保証しませんので、ご了承下さい。 

 

 



自動ドア・電磁ロック のご利用について、(付属機能) 

セッティングや配線情報の説明を提供致します。お客様の環境によって異なるため、
(自動ドアや電磁ロック設備など様々)弊社は使用対応外のため、保証しませんので、
ご了承下さい。 

 

❶設定の変更：下記の図を参照。赤枠のところに設定してください。 

【温度のみ】に設定；【自動ドアを認識する】に設定 

 

 
 



❷配線について：下記の図を参照。赤枠のところに接続してください。 

 

 
 



角度の調整について： 
 

 

 

 

 

機種 2 

左右回し調整 
 

機種 1 

ネジの調整 



 
 

 

デバイス本体のリモート管理など ： 

オプションのご購入より、 

アトモ株式会社 までお問合せください。 
 

オンラインお問い合わせ QR 

メール：artomo.jp@gmail.com  

オンライン：https://pse.is/38rk8a  
 

 

mailto:artomo.jp@gmail.com
https://pse.is/38rk8a


 
 

テーブル台式 ロングスタンド 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高級光柱シリーズ 

自動手洗器を 

光柱対応のみ 

Ψώϩ λϿϥϲαϨϰ νϱϿπ  



 
 

サーマルカメラ 
大量納品、仕入、販売、見積りなど
お問合せください。 

 

アトモ株式会社HP：

ht tps://ww w.arto mo-inc.com  

メール：artomo.jp@gmail.com  

オンライン：https://pse.is/38rk8a  

 

 

 

オンラインお問い合わせ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 4‐1‐10‐905 

http://www.artomo-inc.com/
http://www.artomo-inc.com/
mailto:artomo.jp@gmail.com

